
令和７年度自己評価 

いなほガーデン星の子幼稚園 

１． 幼稚園の教育目標 

・あらゆる環境に能動的に働きかける事ができる心と身体を育てる。 

・集団生活を通し他者の自由を認める事ができる心を育てる。 

・自己目標に向かっていける心を育て、自己肯定感を育てる。 

・リスクという危険を体験し、危機予知能力を高める。 

２． 本年度の学校評価の具体的な目標や計画 

① 園の理念・基本計画を理解し、教育保育に活用する。 

② 園の運営・管理(分掌内容)を理解し自分の分担の仕事を遂行する。 

③ 保育計画に基づいて、環境構成や子どもの見取りを工夫し保育を実践する。 

④ 子どもの安全のための環境の快適さ、清潔さや安全性を確保する。 

⑤ 保護者対応(相談、連絡、援助)の向上および連携を目指す。 

⑥ 職員は、研修に対して積極的に参加し、教育・保育の質の向上を目指す。 

⑦ 研修の資質向上の取り組みをする。   

⑧ 保育環境の向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

３． 評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 取り組み内容 自己評価 評価 

園の理念・基

本計画を理解

し、教育保育に

活用 

・継続性の重視（学年間

の接続） 

・同僚への配慮と協力

（チームワーク） 

・理念の具体化 

・情報共有の仕組み作

り 

・学年内での会話が多く、雰囲気良く保育が進

められた 

・引き継ぎを丁寧に行うことで、子どもたちの戸

惑いを減らすことができた 

・園の目指す方向に沿って、一貫した援助ができ

た 

・1 階と 2 階でルールの認識に差があることに気

づき、全体での統一が必要だと感じた 

・自分のクラスのことで精一杯になり、他学年へ

の配慮が欠ける場面があった 

・決定権を持つ場面で迷いが生じ、指示が遅れ

てしまった 

Ｂ 



園の運営・管

理(分掌内容)

を理解し自分

の分担の仕事

を遂行 

・分担業務（係・行事）へ

の責任感 

・事務作業の効率化と

正確性 

・連絡・報告の習慣化 

・備品・資産の適正管理 

・自分の分担だけでなく、周りの先生が困ってい

る時に声を掛け合い、スムーズに行事を終えら

れた 

・事務作業の時間を工夫して捻出し、期限内に

全ての書類を提出できた 

 

・係活動を通じて、園の運営がどのように成り立

っているか深く理解できた 

・自分の業務に手一杯になり、全体の流れを把

握する余裕が持てない時期があった 

・分掌内容によっては、一部の職員に負担が偏っ

ていると感じる場面があった 

・決定事項の伝達ミスにより、二度手間が発生し

てしまったことがあった 

Ｂ 

保育計画に基

づいて、環境

構成や子ども

の見取りを工

夫し保育を実

践 

 

・計画と実態の調整 

・個性を尊重した見取り

と援助 

・主体性をはぐくむ環境

構成 

・記録と振り返りの活用 

・子どものアイデアを『それもいいね』と受け入れ

ることで、自由な発想が広がる場面が増えた 

・計画通りに進まない時も、子どもの興味に合わ

せて活動を転換し、結果として深い学びに繋が

った 

・個々の性格を把握した声掛けにより、集団生活

の中での個の育ちを実感できた 

・計画を遂行することに意識が向きすぎて、子ど

もの細かなサインを見落としてしまう瞬間があっ

た 

・環境構成のバリエーションが固定化してしま

い、子どもたちの興味を継続させる工夫が足り

なかった 

・特定の配慮が必要な子への関わりに時間を取

られ、クラス全体のバランスを見極めるのが難し

かった 

B 

  



子どもの安全

のための環境

の快適さ、清

潔さや安全性

を確保する。 

 

・主体性を引き出す環

境作り 

・安全管理と危険予知 

・衛生・清潔の維持 

・教材・環境の準備 

・子どもたちの目線に立って、危険な箇所がない

か毎日確認できた 

・整理整頓を徹底したことで、子どもたちも自ら

片付けをする習慣がついた 

・季節ごとの装飾を工夫し、保護者からも好評を

得ることができた 

・教材準備が直前になってしまい、子どもたちを

待たせてしまう場面があった 

・掃除は行っているが、細かい備品や倉庫の整

理まで手が回らなかった 

・子どもの主体性を尊重するあまり、自由奔放に

なりすぎて安全管理が難しくなる瞬間があった 

Ｂ 

保護者対応

(相談、連絡、

援助)の向上を

目指す。 

・丁寧で具体的な情報

共有 

・保護者の心情に寄り

添った相談対応 

・開かれた関係性の構

築 

・プライバシーと守秘義

務の遵守 

・『先生に話して安心した』と言っていただける機

会が増え、信頼の深まりを感じた 

・連絡帳のやり取りを通じて、子どもの良さを保

護者と共有し、喜び合えた 

・トラブルの際、迅速な報告と丁寧な説明を行っ

たことで、逆に信頼関係を強めることができた 

・多忙な時間帯に、一人ひとりの保護者とじっく

り話す時間を確保するのが難しかった 

・自分の伝え方の言葉足らずにより、意図が正し

く伝わっていないと感じる場面があった 

・保護者の多様なニーズや価値観に対し、どのよ

うに助言すべきか迷うことがあった 

Ｂ 

職員は、研修

に対して積極

的に参加し、教

育・保育の質

の向上を目指

す。 

・外部研修・オンライン

研修への参加 

・園内研修・事例検討の

実施 

・自己研鑽と実践への

反映 

・公開保育や相互参観 

・学んだ特別支援の知識を活かし、配慮が必要

な子への声掛けを変えたところ、パニックが減り

落ち着いて過ごせるようになった 

・新しい製作の技法を導入し、子どもたちが今ま

で以上に創造的に活動する姿が見られた 

・研修報告を通じて、学年全体の保育の質のボ

トムアップに貢献できた 

・研修に参加して満足してしまい、それを継続的

な実践や記録にまで落とし込むことが難しかっ

た 

・日々の業務に追われ、自発的に深く研究する

時間を確保することが不十分だった 

・学んだことを他の職員に伝える際、自分の言葉

で十分に説明しきれないもどかしさを感じた 

Ｂ 

 

 

 



４． 本年度の学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

総合的な評価内容 評価 

着実に教育・保育の質が維持・向上しています。特に「子ども一人ひとりの個性を尊重する

姿勢」や「学年内での密なコミュニケーション」が、本園の大きな強みとなっています。 

教育理念の具現化: 「創造する子」の育成に向け、一律の型にはまらない製作活動や遊び

の環境構成が各クラスで実践された。 

学年内連携の強化: 「会話の多い職場」としての風土が醸成されており、子どもの成長や

課題をタイムリーに共有し、援助の仕方を統一する動きが活発であった。 

保護者との信頼関係:連絡帳や送迎時の具体的なエピソード共有により、園の教育方針へ

の理解と安心感を提供できている。 

 

Ｂ 

 

【評価基準】 

Ａ 十分に達成されている 

Ｂ ほぼ達成されている 

Ｃ 取り組まれているが、成果が十分ではない 

Ｄ 取り組みが不十分である 

 

５． 今後の取り組むべき課題 

目標 1：組織の一貫性と視野の拡大（全体最適の追求） 

アクション: 学年間の垣根を越えた「相互参観」と「情報交換会」を定期実施する。特に「1 階・2 階

の共通ルール」を明文化し、全職員が同じ基準で動ける体制を作る。 

 

目標 2：専門性の深掘りと還元（アウトプット型研修の定着） 

アクション: 研修参加を「個人」で終わらせず、会議等で「実践への応用案」をセットで発表する時

間を設ける。個々の学びを園全体の「保育の知恵」として蓄積する。 

 

目標 3：主体的な安全・環境デザイン（危険予知と創造的環境） 

アクション: ヒヤリハット事例の共有をデジタル化（または簡略化）し、即座に全職員に通知する仕

組みを検討する。また、季節に応じた環境構成を前倒しで計画し、余裕を持った準備を行う。 

 


